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市の人口

（昭和58年5月1日現在）

世帯数50，430世帯（前月比185世帯増）

人口159，133人（前月比80人増）

男79，362人

女79，771人

予防は

食べ物は必ず加熱し

て
赤
痢
予
防
の
第
一
は
、
。
手
を
洗

う
″
こ
と
で
す
。
簡
単
な
こ
と
で

す
が
、
な
か
な
か
確
実
に
で
き
な

い
も
の
で
す
。
手
洗
い
な
ど
次
の

四
点
を
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

懸命の防疫活動（5月10日、宇治小学校で）
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で
は
、
今
月
初
め
発
生
し
た
『
赤

痢
』
の
流
行
を
防
ぐ
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め
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出
家
庭
の
消
毒
な
ど
の
防
疫
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
’
ま
た
、
京

都
府
で
は
十
六
日
、
「
宇
治
市
地
域
赤

痢
防
疫
対
策
本
部
」
（
本
部
長
Ｕ
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治
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が
軽
症
で
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
は
、
用

ん
で
手
を
洗
う
な
ど
、

努
め
て
く
だ
さ
い
。

い
流
し
ま
し
ょ
う
。

◇

生
も
の
は

ひ
か
え
る
こ
と

②
食
べ
物
は
必
ず
加
熱
し
、
調

理
後
す
ぐ
食
べ
る
こ
と
。

生
も
の
は
ひ
か
え
、
食
べ
物

十
分
手
洗
い
を

石
け
ん
と

多
量
の
流
水
で

①
用
便
後
や
食
事
前
は
水
道
水

夕
霞
し
な
が
ら
、
石
け
ん
を

使
っ
で
ナ
ガ
手
を
涜
う
こ
と
。

た
め
た
水
は
廓
り
な
い
で
水

道
水
を
多
量
に
使
っ
で
、
洗

は
そ
の
都
度
調
理
し
で
、
す

ぐ
食
べ
る
こ
と
で
す
。

◇

暴
飲
暴
食
は

さ
け
る
こ
と

③
暴
飲
暴
食
を
さ
け
る
こ
と
。

体
の
調
子
を
整
え
、
抵
抗
力

赤
痢
の
予
防
に

を

1

1

1

1

1

自≒⊃こ
を
つ
け
る
こ
と
で
す
。

◇

ふ
と
ん
・
お
も
ち
や

日
光
消
毒
を

④
ふ
と
ん
・
お
も
ち
ゃ
な
ど
は

日
光
に
当
で
る
こ
と
。

な
る
べ
く
寝
具
な
ど
を
日
に

当
で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

関
係
施
設
を
中
心
に

防
疫
活
動
を
推
進

市
内
で
発
生
し
た
赤
痢
は
、
五

月
十
七
日
現
在
、
六
十
人
が
患
者

ま
た
は
、
保
菌
者
と
診
断
さ
れ
、

京
都
市
立
伝
染
病
院
な
ど
に
収
容

さ
れ
て
い
ま
す
。

当
初
、
東
宇
治
地
域
に
多
く
の

患
者
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
が
、

西
宇
治
地
域
で
も
発
生
が
み
ら
れ
、

主
に
、
保
育
所
の
園
児
や
、
小
学

校
の
児
童
、
そ
の
家
族
を
中
心
に

発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
市
で
は
、
保
育
所
の

休
所
や
育
成
学
級
の
休
級
、
学
校

給
食
を
中
止
す
る
一
方
、
関
係
施

設
や
関
係
家
庭
を
消
毒
、
便
所
や

手
洗
い
場
に
消
毒
液
を
設
置
す
る

な
熟
流
行
防
止
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
宇
治
保
健
所
で
は
、

関
係
者
の
検
便
を
は
に
ゐ
、
防
疫

活
動
や
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

京
都
府
は
、
土
八
日
、
宇
治
保

健
所
長
か
云
部
長
と
す
る
「
宇
治

市
地
域
赤
痢
防
疫
対
策
本
部
」
を

設
ほ
、
対
策
に
万
全
を
期
す
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
市
で
は
、

赤
痢
対
策
本
部
を
発
展
的
に
解
消
、

新
た
に
「
宇
治
市
赤
痢
対
策
会
議
」

を
設
け
、
情
報
の
収
集
と
防
疫
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

赤
痢
の
予
防
は
、
ま
ず
清
潔
に

す
る
こ
と
が
大
切
で
、
用
便
後
、

食
事
の
前
に
は
、
必
ず
石
け
ん
と

多
量
の
水
道
水
を
便
っ
て
、
手
を

赤
痢
の
発
生
で

中
止
す
る
事
業

現
在
、
市
内

で
赤
痢
が
発
生

し
て
い
る
た
め

次
の
事
業
を
中

止
し
ま
す
。

参
加
を
予
定

さ
れ
て
い
た
市

民
の
皆
さ
ん
に

は
大
変
ご
墟
恐

を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解

く
だ
さ
い
ま
す

ぶ
品
願
い
し

未
了
。

各種催しと予防接種

▽
中
止
す
る
事
業
△

・
市
民
茶
摘
み
の
集
い
と
製
茶

工
場
の
見
学
会
…
5
月
2
2
日

洗
う
な
ど
日
ご
う
裂
気
を
つ
け

て
ぐ
だ
さ
い
。

収
容
患
者
は

治
療
で
無
菌
に

患
者
の
菌
排
出
期
間
は
、
発
病

後
二
週
間
か
ら
四
週
間
の
も
の
が

大
半
で
、
患
者
は
治
療
に
よ
っ
て
、

大
部
分
が
二
週
間
以
内
に
菌
は
消

失
し
ま
す
。
菌
が
消
失
す
れ
ば
、

決
し
て
そ
の
人
か
ら
感
染
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
収
容
さ
れ
た

人
の
う
ち
、
菌
が
消
失
し
、
感
染

㈲
、
木
幡
。

・
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば
〈
体
カ
テ

ス
ト
〉
…
5
月
9
9
日
旧
、
岡

Ｍ
小
学
校
。

・
婦
人
軽
ス
キ
・
Ｉ
’
ツ
教
室
…
6

月
1
日
南
か
ら
宇
治
小
学
傀

・
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
の
服
用

・
：
5
月
2
3
日
間
＝
小
介
公
民

館
、
2
6
日
附
土
立
取
小
学
校
・

笠
取
第
二
小
学
校
、
3
1
日
㈹

＝
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
。
4

歳
未
満
の
人
は
、
Ｈ
月
に
受

け
て
く
だ
さ
い
。

・
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
…

5
月
2
3
日
問
保
健
医
原
セ

ン
タ
ー
。

の
お
そ
れ
が
な
け
れ
ば
、
退
院
さ

れ
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
も
、
正

し
く
理
解
し
、
お
も
い
や
り
の
気

持
で
迎
兄
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

根
拠
の
な
い
デ
マ
や
ラ
わ
さ
に

ま
片
お
さ
れ
ず
、
「
赤
痢
」
に
つ

い
て
ご
不
審
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
赤
痢
防
疫
対
策
本
部
（
宇
治

保
健
所
内
酋
・
四
2
1
9
1
）
か
市

保
健
衛
生
課
（
ａ
⑩
3
1
4
1
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

195

赤
痢

予
防

用
便
後

食
事
前

多
量
の
水
で
手
洗
い
を

赤痢の
主な症状は

季
節
に
関
係

な
く
発
生

　
赤
痢
は
、
急
性
伝
染
病
の
一

つ
で
す
。
以
前
は
夏
季
に
多
く

発
生
し
で
い
ま
し
た
が
、
最
近

で
は
璽
で
征
水
の
差
は
な
く

発
生
し
で
い
ま
す
。
一
般
的
に

患
者
は
十
歳
以
下
の
人
が
大
部

分
を
占
め
で
い
ま
す
。

　
赤
痢
菌
は
、
保
菌
者
の
便
か

ら
扉
出
さ
れ
、
キ
指
や
ハ
エ
、

ゴ
キ
ブ
リ
な
ど
の
媒
介
で
飲
食

物
に
混
じ
っ
で
伝
染
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
最
近
は
い
わ
ゆ
る
接

触
感
染
と
思
わ
れ
る
例
か
多
く

な
っ
で
い
ま
す
。

　
　
一
日
数
回
の

　
水
様
便

　
潜
伏
期
間
は
、
一
日
か
ら
七

日
間
で
、
主
な
症
状
は
三
八
度

か
ら
三
九
度
の
発
熱
、
同
時
か

や
や
遅
れ
で
下
腹
部
の
痛
み
が

始
ま
り
、
二
日
か
ら
三
日
で
熱

は
下
が
り
ま
す
。

　
下
痢
は
軽
い
場
合
で
、
一
日

数
回
の
泥
状
か
水
様
便
で
、
重

い
場
合
は
一
日
三
十
回
程
度
の

下
痢
が
あ
り
、
粘
液
、
血
液
、

膿
（
う
み
）
の
混
じ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
れ
ば
、

か
か
り
つ
け
の
医
師
ま
た
は
赤

痢
防
疫
対
策
本
部
（
宇
治
保
健

所
内
）
か
市
保
健
衛
生
課
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
今
回
、
宇
治
市
内
で
発
生
し

で
い
る
赤
痢
は
、
毒
性
の
弱
い

ソ
ン
ネ
菌
に
よ
る
も
の
で
、
本

人
に
自
覚
症
状
が
な
く
検
便
の

結
果
は
じ
め
で
、
保
菌
者
と
判

明
し
た
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
赤
痢
は
、
軽
症
で
三
日
か
ら

七
日
、
重
症
で
も
二
十
日
ほ
ど

で
治
り
ま
す
。
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家
内
労
働
を
す
る
皆
さ
ん
へ

　
環
境
を
整
え
健
康
に
注
意

トラブル防ぐ

家内労働手帳

内
職
セ
ン
タ
ー
で
の
和
裁
の
講
習

宇
治
「
こ
こ
ろ
」
の
電
話
は
、

昨
年
二
月
一
日
に
茜
足
し
て
以

来
、
模
索
と
創
造
の
な
か
で
歩

ん
で
き
ま
し
た
。
第
二
年
目
の

今
年
は
、
一
層
受
信
体
制
≪
1

備
す
る
一
方
、
相
談
内
容
を
社

必
一
に
還
万
す
る
こ
と
を
課
題
と

し
て
い
ま
す
。

還
Ｅ
方
法
夕
誤
ま
る
と
、
電

話
相
談
の
守
秘
原
則
に
触
れ
る

難
し
い
も
の
で
す
が
、
今
八
て

こ
れ
倉
行
う
の
は
、
①
電
話
相

談
で
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
努
力

に
も
制
約
と
限
界
が
あ
る
。
②

家
庭
や
学
校
、
行
政
な
貰
笙

活
の
場
で
直
接
的
、
継
続
的
指

導
に
当
れ
る
。
ｌ
早
年
は
1

在
的
に
健
全
な
環
境
づ
く
り
を

求
め
て
い
る
と
考

え
る
か
ら
で
す
。

還
几
方
法
は
、

受
信
総
数
三
千
件

家
内
労
働
者
の
労
働
条
件
の
向

上
－
す
べ
て
の
家
内
労
働
者
に
家

内
労
働
手
帳
を
Ｉ
を
目
標
に
、
今

日
か
ら
家
内
労
働
旬
間
が
始
ま
り

ま
す
。

家
内
労
働
は
、
仕
事
場
所
が
各

家
庭
な
ど
に
分
散
し
、
就
業
も
流

動
的
で
あ
る
な
ど
の
た
め
、
労
働

条
件
の
改
善
が
遅
れ
が
ち
に
な
っ

主
な
項
目
は
、
・
子
芦
も
と

性
・
友
人
仲
間
関
係
・
い
じ
の
、

い
じ
め
ら
れ
・
登
校
拒
否
・
家

庭
内
暴
力
・
学
校
内
暴
力
・
夫

婦
関
係
と
家
庭
環
境
・
神
経
症

と
う
つ
病
な
ど
で
す
。

低
年
齢
化
す
る

性
へ
の
関
心

第
一
回
目
は
「
性
の
問
題
」

て
い
毒
ｆ
ｙ
。
働
く
環
境
を
整
え
、

健
康
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
働
い

た
後
は
十
分
に
休
養
を
取
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

ま
た
、
家
内
労
働
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ん
は
、
「
家
内
労
働
手
帳
」

を
お
持
ち
享
ふ
。

「
家
内
労
働
手
帳
」
は
、
家
内

労
働
者
と
委
託
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル

を
防
ぐ
委
託
条
件
を
ほ
っ
き
り
記

入
し
た
両
者
の
祠
約
芦
と
も

い
え
る
も
の
で
す
。

口
約
束
だ
け
で
仕
事
か
始
め
る

と
、
納
期
が
約
東
よ
り
も
早
く
な

っ
た
り
、
工
賃
が
思
っ
て
い
た
よ

り
安
か
っ
た
り
、
支
払
い
が
遅
れ

る
な
ど
問
題
が
生
に
か
ね
ま
せ
ん
。

こ
の
ぶ
ぶ
問
題
を
な
く
荒

め
委
託
者
か
忿
ず
「
家
内
労
働

手
帳
」
の
交
付
か
受
け
、
仕
事
の

受
け
渡
し
や
工
賃
の
受
け
取
り
の

つ
べ
仕
事
の
内
容
、
工
賃
、
納

期
、
支
払
い
日
な
ど
を
記
入
し
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

壬
唄
の
こ
と
な
ど
お
問
公
Ｂ

せ
は
京
都
労
働
基
準
局
（
ａ
0
7
5
剛

3
2
1
1
）
、
京
都
南
労
働
基
準

監
督
署
（
豊
0
7
5
剛
8
3
2
1
）
へ
。

「
こ
こ
ろ
」
の
電

話
に
も
、
性
に
関

係
す
る
相
談
が
最

も
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ホ
チ
。

た
と
え
ば
、
「
モ

ジ
モ
ジ
・
：
セ
″
ク

ス
つ
て
何
で
す
か

？
」
と
た
ず
ね
る

小
学
生
。
「
ア
ノ

守
秘
原
則
の
な
か
で

青
少
年
の
実
態
を
公
開

を
各
項
目
別
に
調
査
分
類
し
、

そ
の
項
目
ご
と
に
代
表
例
舎
叙

材
と
し
て
あ
げ
実
態
需
習
か

に
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
問

題
の
本
質
と
そ
の
背
景
や
要
因

夕
分
析
し
、
対
処
方
法
も
加
え

て
こ
こ
に
示
し
、
青
少
年
問
題

解
決
の
一
助
に
し
た
い
と
考
凡

て
い
ま
す
。

で
す
。ふ

目
ほ
べ
性
の
問
題
が
混

乱
し
「
十
代
の
性
行
動
」
が
憂

慮
さ
れ
て
い
る
時
代
は
な
い
と

言
わ
れ
て
い
未
了
。
そ
し
て
、

そ
れ
へ
の
対
応
も
「
明
日
で
は

膠
灸
る
」
と
強
調
さ
れ
叫
ば

れ
て
い
ま
ず
。
こ
の
状
況
を
立

証
す
る
か
の
ぷ
つ
に
、
牢
治
の

一
｀

ｒ
ｌ
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
女
性
の
○
○
が
、
ど
う
し
て
・

も
見
た
い
ん
で
す
」
と
訴
え
る

中
学
生
。
そ
し
刄
「
は
ず
み

で
セ
″
ク
ス
し
ア
妊
娠
し
ま
し

た
（
さ
せ
た
）
。
ど
7
し
た
ら

よ
い
・
・
・
」
と
悩
む
高
校
生
な
ど

で
す
。

こ
の
実
例
が
示
唆
す
る
も
の

は
、
小
学
生
で
は
性
の
芽
生
え

五
月
一
日
か
ら
「
重
度
心
身

障
害
参
人
健
康
管
理
事
序
と

し
て
六
十
五
歳
以
上
の
重
度
心

身
障
害
者
の
医
療
費
が
無
料
に

な
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
「
老
人
保
健

法
」
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
七
干
歳
以
上
（
一
部
六

十
五
歳
以
上
）
の
老
人
は
、
外

来
一
ヵ
月
四
百
円
、
入
院
の
場

合
は
二
ヵ
月
を
限
度
と
し
て
Ｉ

お
知
ら
せ

点
訳
奉
仕
員養

成
講
習
会

盲
人
協
心
一
の
主
催
で
、
点
訳
奉

仕
員
の
養
成
講
習
会
を
開
空
手
］
。

▼
と
き
・
・
・
6
月
1
2
日
間
、
午
後

1
時
か
Ｑ
ｃ
ｖ
蒔
半
が
初
会
で
、
以

後
来
年
3
月
ま
で
毎
月
第
2
日
曜

日
の
1
0
回
▼
と
こ
ろ
…
総
合
福
祉

会
館
▼
対
象
・
：
市
民
で
毎
回
参
加

で
き
る
人
▼
申
し
込
み
…
5
月
2
8

日
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
（
豊

1

1

1

1

1

－ － － － － 一 一● ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ・

に
よ
る
興
味
と
関
心
、
中
学
生

は
思
春
期
の
性
的
欲
求
と
異
性

接
触
、
高
校
生
は
性
衝
動
に
よ

る
行
動
と
対
処
と
い
う
、
お
お

む
ね
三
つ
の
段
階
が
あ
り
、
性

の
低
年
齢
化
と
加
速
度
的
な
性

成
熟
の
実
態
が
あ
り
未
了
。〈

つ
づ
く
〉

（
青
少
年
対
策
室
）

日
三
百
円
を
目
己
負
担
ず
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
六

十
五
歳
以
上
の
重
度
心
身
障
害

ヽ
対
象
者
は
、
六
十
五
歳
以
上

の
▼
身
体
障
害
者
手
帳
一
・
二

級
の
交
付
か
受
け
て
い
る
人
▼

6
5
歳
以
上
の
重
度
障
害
者

医
療
費
が
無
料
に

者
に
限
っ
て
医
療
費
の
自
己
負

坦
釜
市
が
立
て
替
え
て
支
払

う
制
度
で
す
。

⑩
5
6
5
0
）
へ
。
（
福
祉
課
）

◇

地
域
整
備
計
画

策
定
協
議
会

地
域
整
備
計
図
太
楚
す
る
た

め
の
協
議
会
を
開
章
ま
す
。
傍
聴

で
き
ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
菟
道
・
明
星
町
地
域
〉
▼
と

き
・
：
5
月
3
1
日
脚
、
午
後
七
時
半

か
ら
▼
と
こ
ろ
・
・
・
三
室
戸
集
会
所
。

（
企
画
課
）

◇

宇
治
市
議
長
杯

争
奪
弓
道
大
会

▼
と
き
・
：
6
月
2
6
日
間
、
午
前

9
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
・
・
黄
柴
自
衛

隊
▼
競
技
種
目
・
：
近
的
競
技
（
個

人
戦
）
8
射
（
4
矢
2
立
）
立
射
で

女
子
の
部
、
男
子
初
級
の
部
（
二

段
以
下
）
、
男
子
ヱ
級
の
部
（
三

段
以
上
）
▼
参
加
資
格
…
市
民
、

市
内
勤
務
者
、
学
生
、
弓
道
協
心
一

会
員
▼
参
加
料
・
・
・
社
会
人
四
百
円
、

知
能
指
数
が
三
五
以
下
と
判
定

さ
れ
た
精
神
薄
弱
者
▼
知
能
指

数
が
五
〇
以
下
で
4
体
障
害
者

学
生
二
百
円
▼
申
し
込
み
・
・
・
は
が

き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

段
位
、
職
業
、
・
電
話
番
号
を
記
入

の
う
え
、
5
月
3
1
日
ま
で
に
河
野

弥
一
さ
ん
（
小
倉
町
蓮
池

4
0
9
1
1
5

き
⑩
3
0
2
7
）
へ
。（

市
民
体
育
課
）

◇

市
民
潮
干
狩

▼
と
き
・
・
・
6
月
1
2
日
間
、
璽
大

決
行
▼
と
こ
ろ
・
・
・
三
重
県
御
殿
場

浜
▼
参
加
料
…
大
人
三
千
二
百
円
、

子
供
ニ
エ
八
百
円
▼
定
員
・
：
百
十

人
（
先
着
順
）
▼
持
ち
物
…
弁
当
、

雨
具
な
ど
▼
申
し
込
み
・
・
・
参
加
料

参
了
汽
て
市
民
体
育
課
へ
。

バ
ス
が
回
り
ま
す
の
ぶ
乖
は

最
寄
り
の
バ
ス
停
か
ら
1
蚤
す
。

（
市
民
体
育
課
）

◇

住宅公庫

個
人
向
け
融
資

今
月
中
に

金
融
公
庫
の
今
年
度
第
一
回
個

手
帳
三
級
の
交
付
か
受
け
た
重

複
障
害
者
の
い
ず
れ
か
に
当
る

人
で
、
所
得
制
限
（
国
民
年
金

法
に
よ
る
老
齢
福
祉
年
金
が
全

額
支
給
停
止
と
な
る
所
得
制
限

額
）
以
内
の
人
で
、
申
請
洽
れ

た
人
と
な
っ
て
い
未
丁
。

詳
し
い
こ
と
は
、
計
答
課
へ

お
問
い
ふ
Ｂ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

（
社
会
課
）

人
向
け
融
資
の
申
し
込
み
（
一
般

住
宅
建
設
、
建
売
住
宅
購
入
資
金
）

は
5
月
3
1
日
ま
で
で
す
。
年
金
併

せ
貸
し
希
望
者
は
、
同
時
に
申
し

込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。
こ
の
他
、
住

宅
改
良
、
財
形
住
宅
、
中
古
マ
ン

シ
ョ
ン
も
受
付
中
。
詳
し
い
こ
と

は
、
「
住
宅
金
融
公
Ⅲ
業
務
取
扱

店
」
と
表
示
し
た
金
融
機
関
ま
た

は
、
公
庫
大
阪
住
宅
相
談
所
（
豊

0
6
叫
5
3
8
）
へ
。

（
住
宅
金
融
公
庫
）

◇

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
槇
島

賃
貸
住
宅
の
入
居
募
集

住
宅
・
都
市
整
備
公
団
で
は
、

槇
島
町
本
屋
敷
（
近
鉄
向
島
駅
か

ら
徒
歩
十
三
分
）
に
高
層
の
賃
貸

住
宅
か
建
設
し
て
い
ま
す
。
入
居

時
期
は
八
月
下
旬
の
予
定
。
お
問

い
ふ
Ｂ
せ
は
、
住
宅
・
都
市
整
備

公
団
住
宅
募
集
セ
ン
タ
ー
賃
貸
募

集
課
（
ｓ
ｏ
6
ｍ
3
4
5
6
）
へ
。

（
住
宅
・
都
市
整
備
公
団
）

訂
正
と
お
わ
び

市
政
だ
よ
り
五
月
一
日
号
の

四
面
、
「
り
凡
な
い
ゴ
ミ
収
集

日
程
表
」
の
中
で
、

一
部
地
域
の
収
集

日
程
が
誤
っ
て
い

ま
し
た
。
左
表
の

ぶ
つ
に
訂
正
し
、

す
。

もえないゴミ

収集日程表

お
わ
び
し
ま

（
清
掃
課
）

安田町（全域）伊勢田町（名木、浮面、蔭田．中ノ田、中ノ荒、新中

ノ荒、ウトロ、南山）

5／1330開町（国道筋）．広野町（成田、新成田、国道筋の西裏・茶屋裏、派

出所前から近鉄踏切までの府道筋）大久保町（田原．旦椋、平盛、井ノ尻、南ノロー部）

宇治（半白）小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域、西山）

1431羽拍子町（国道筋）伊勢田町（北山、大谷、若林、井尻、中山、毛語）

小倉町（南浦、山際、京銀前から南京信前までの市道筋以南の西浦）

166／1伊勢田町（遊田、砂田）

西大久保府営住宅（33～43棟）

小倉町（蓮池、堀池．南堀池、京銀前から南京信前176／2までの市道筋以北の西浦）

伊勢田町（南遊田）

’
私
た
ち
は
、
今
ま
で
と
は
違

っ
た
牛
活
様
式
で
、
た
く
さ
ん

の
新
し
い
商
品
に
囲
次
れ
て
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
何
剪
分
逍

ん
で
使
立
石
、
快
適
な
暮
ら

し
の
た
め
の
カ
ギ
で
す
ｌ
Ｃ

そ
こ
1
衣
食
住
に
つ
い
て

実
際
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
、

賢
い
消
費
者
に
な
っ
て
い
た
だ

こ
シ
と
五
回
の
基
礎
講
座
を
開

章
季
ｙ
。
お
気
軽

に
ご
参
加
ぐ
だ
さ

い
。

▼
日
程
と
時
間

・
・
・
表
の
と
お
り
で

時
間
は
午
前
1
0
時

か
ら
正
午
、
た
だ

し
第
1
講
ら
は
午

前
9
時
半
か
ら
▼

と
こ
ろ
↑
・
・
宇
治
労

働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト

（
市
民
会
館
内
）

消費生活基礎講座日程表

▼
対
象
…
市
民
▼
定
員
・
・
・
5
0
人

▼
受
講
料
・
：
無
料
。
調
理
実
習

の
み
五
百
円
程
度
必
要
▼
申
し

込
み
・
：
電
話
ま
た
は
、
は
が
き

で
宇
治
地
方
振
興
局
商
工
課

（
宇
治
若
森
7
豊
⑩
1
0
8
0
）

か
、
市
商
工
観
光
課
（
宇
治
琵

琶
3
3
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

（
商
工
観
光
課
）

日程 テーマと内容 溝帥

1 6／21＊1
上手なクリーニング利用法

－家庭てて・きる水漬い実刊－

府クｌｌーニング環境≫ｔ同

裏組ｉ－理ｆｆｔ口福松さん

2 6／6111）
食品泌加物と貿易の自由化

をめぐって

大阪市立環岐時学研究所

石Ｉｔ武二さん

3 ｅ／ｓ團
地ｌｔでとれるｔぼを≫って

～調1実習ヽ

京ｓ；府ｔｔ改良普及所

田村そのえさλ

4 6／13（11）家具の送び豺上手’配Ｓ
京ｔｔ府立大学生活1襟乱

助手大嶋Ｉｔさん

5 6／16（ね
よりよい消費生活を築くな

めに～スライドと実験－

宇治市ｉｔｓ生活相談員

岩井富子ｉｎ．

196

ゾ
ド●

． 絢

示
4
ａ

子どもを線路で

遊ばせない運動
昨年、全国の国鉄で約2，200件の踏切事

故と約250件の線路通行による死傷事故が

発生しています。鉄道防害防止運動を5

月28日～6月16日まで実施。

今日から家内労働旬間

社会還元

消
費
生
浩
基
礎
講
座

（5月分）

心
の
8
0
0
番

宇
治
「
こ
こ
ろ
」
の
電
話
か
ら

～１～
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